























































図 1. 教材配信画面          図 2. 運動実施報告送信 
  







10 月から平成 27 年 5 月の間，実施した． 
 
【考察】「集会型」（サロン）では月に 1，2 回タブレットの
動画教材を見て運動が実施され，「自宅型」のタブレット端
末では，サロンと同じ動画教材を利用する共通性，繰り返し
再生や一時停止等の利便性を協力者は理解し，タブレット端
末にも強い関心・興味を示した．しかし，当初より懸念され
た各戸における双方向性とコミュニケーションを確立する
ためのネット接続（Wi-Fi 接続）は，システム利用説明書で
解説(図 4)し，家族による設定に委ねたため，運動実施結果
の送信と遠隔コミュニケーション実施までに至らなかった．
今後は，ボランティアでネット接続を支援するか，サポータ
ー育成時にネット接続及び操作指導できる様なボランティ
ア育成も視野に入れる必要がある． 
 
【結論】健康寿命延伸のロコモ予防運動を普及させるため
の「集会型」及び「自宅型」を支援するシステムを構築し
た．ロコモ予防運動にスマートデバイス利用の可能性にめ
どが立った．「自宅型」については,コミュニケーション
支援の他にスマートデバイス利用実態把握のためにもネ
ット環境確立のサポート等の方略が今後の課題となった． 
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